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ま　え　が　き

　『ロシア語入門コース』は、主として大学などで外国語を専攻する学習

者を念頭に置いて編集されている。教員の指導のもとにロシア語の習得と

上達をめざして勉強する学生を対象に作成した。これまで札幌大学には二

十年に亘るロシア語のティームティーチング、ロシア人専任教員との授業

運営、定期的な事務連絡会議の実績がある。そこで得られた経験や成果な

どを反映させてこの教科書を編集したつもりである。

　また教科書の構成を３分冊にするという考え方は、前身とも言うべき

『基礎ロシア語コース』（札幌大学・北海道大学教科書編集委員会著　

1992年、ナウカ）に求めることができる。同書のはしがきには次のように

謳われている。

この教科書では全体を「文法編」「練習問題編」「会話編」の３つに

分け、完全な分冊としている。授業の形態、目的、時間数に合わせ

て、この３つを自由に組み合わせることで、いかなる大学の教材とし

ても使用できるようにというのが、その狙いであった。結果として、

「文法編」は練習問題から解放されて、文法書としての性格をより鮮

明に持つことができたし、逆に、練習問題は文法の添え物的位置を脱

却して、独立の一編となることができた。

　『文法編』の第１課から第11課までは名詞や代名詞の単数変化、動詞の

現在と過去形などを中心に扱っている。これらの項目はどの入門書にも共

通するテーマであろう。第12課から第19課までは形容詞の用法、動詞のア

スペクトや命令形などを扱い、語尾変化とともに語法解説が増えている。

第20課以降では関係詞や形動詞など、構文や用法の説明が多くなり、教科

書の前半をきちんと習得していることが暗黙の前提となっている。

　各分冊の目次内容はロシア語学習の第一段階で必要な基本仕様を充足し

ていると、編集委員会では判断している。３冊の教科書を適宜組み合わせ

ながら使うことによって学習者のロシア語上達にささやかなりとも役立つ

ことを願っている。

2002年４月

編　者
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第１課　(ìÓ±Í ÔÂ±‚˚È)

文字と発音

§001　アルファベット

エム

エル

カ

イ・クラトカャ

イ

ゼ

ジェ

ヨ

イェ

デ

ゲ

ヴェ

ベ

[m]

[ l ]

[ k ]

[ j ]

[ i ]

[ z ]

[  ]

[jo]

[je]

[ d ]

[ g ]

[ v ]

[ b ]

活字体 筆記体 発　音名　称

ア [ a ]

å Ï

ã  Î

ä  Í

â  È

à  Ë

á  Á

Ü Ê

›  fi

Ö  Â

Ñ  ‰

É  „

Ç  ‚

Å  ·

Ä  ‡

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1
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[ja]

[ju]

[ e ]

[ ' ]

[ i ]

[–]

[∫]

[t∫']

[ ts ]

[ x ]

[ f ]

[ u ]

[ t ]

[ s ]

[ r ]

[ p ]

[ n ]

ヤ

ユ

エ

軟音記号

ゥイ

硬音記号

シシャ

シャ

チェ

ツェ

ハ

エフ

ウ

テ

エス

エル

ペ

オ

ü  fl

û ˛

ù  ˝

ú  ¸

õ  ˚

ö  ˙

ô ˘

ò ¯

ó  ˜

ñ  ˆ

ï  ı

î Ù

ì  Û

í  Ú

ë  Ò

ê  

è  Ô

é  Ó

エンç  Ì

発　音名　称筆記体活字体

23

[ o ]

[∫'∫']

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24

22

21

20

19

18

17

16

15

注）ロシア語アルファベットは、10個の母音字、21個の子音字、そして２
個の記号、合わせて33個の文字からなる。
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§002　母音

①ロシア語には母音を表わす文字が 10個ある。
②母音は、硬母音と軟母音に分かれる。母音の前に短いイを添えるものを軟母音
という。硬母音はア行に、軟母音はヤ行に例えられて説明されることがある。
［表１］母音の硬軟対照表

fi

Ó

Â

˝

˛

Û

Ë

˚

fl

‡

軟母音

硬母音

注1）˚: 舌をうしろに引き、舌先をやや上げて「イ」と発音する。

ÔËÚ¸ : Ô˚Î¸　飲む：ホコリ ËÒ :  ±̊·‡　米：サカナ

注2）Â: 英語のそれとは異なり、[je] と発音する。

˝±Ú‡ : ÂÒÚ¸　この：食べる ˝±ıÓ : Â ±ı‡Ú¸　エコー：乗る

注3）Û: 日本語の「ウ」とは異なり、唇を丸めて発音する。

Û±ÎËˆ‡　　通りÛ±ÚÓ　　朝

§003　子音

· 英語の[b]の音。 ·‡ÌÍ 銀行

‚ 英語の[v]の音。 ‚Ë ±Á‡ ビザ

„ 英語の[g]の音。 „‡ÁÂ±Ú‡ 新聞

‰ 英語の[d]の音。 ‰‡ はい

Ê 舌を後ろに引き、少し立ててジと発音する。 ÊÂÌ‡ ± 妻

Á 英語の[z]の音。 ÁÓÌÚ かさ

È 短いイ。 ÏÓÈ 私の

Í 英語の[k]の音。 Í‡ ±ÒÒ‡ レジ

Î 舌の先を上歯の裏につけてルという。 Î‡±ÏÔ‡ 電灯

Ï 英語の[m]の音。 Ï‡„‡ÁË±Ì 商店

Ì 英語の[n]の音。 ÌÓ±ÏÂ 番号

Ô 英語の[p]の音。 Ô‡Í 公園

 舌の先を震わせるラ行の音。 Û±˜Í‡ ペン

Ò 英語の[ s ]の音。 Ò‡ ±ı‡ 砂糖

Ú 英語の[ t ]の音。 Ú‡ÍÒË± タクシー

Ù 英語の[ f ]の音。 Ù‡ÏË±ÎËfl 名字

ı 喉の奥で強くハ行をいう。 ı‡‡±ÍÚÂ 性格

ˆ ツに使う音。 ˆÂ±ÌÚ 中心
- 3 -

˜ チに使う音。 ˜‡È 紅茶

¯ Ê の方法でシャという。 ¯‡±ÔÍ‡ 帽子

˘ ¯ の軟らかい長音である。 ˘Ë 野菜類スープ

§004　軟音記号と硬音記号

① ¸ は「軟音記号」と呼ばれる。常に子音とともに用いられ、「子音＋ ¸ 」の

結合をとる。この記号がつくと、子音は「軟らかく」発音される。つまり、子
音に短い「イ」の響きを加えて発音される。

Ï‡Ú¸　　母親 Á‰ÂÒ¸　　ここに

② ˙は「硬音記号」と呼ばれ、常に子音と母音の間で用いられる。この記号はそ
の子音と母音が分けて発音されることを示す。これを「分離符としての働き」
と呼ぶ。

‚˙Â±ı‡Ú¸　　乗り入れる Ó·˙Â±ÍÚ　　対象物

③軟音記号にも「分離符としての働き」がある。
ÒÂÏ¸fl±　　家族 ÒÚ‡Ú¸fl±　　論文

④軟音記号のついた子音を軟子音、軟音記号のつかない子音を硬子音と呼ぶ。

［表２の1］子音字の硬軟対照表

軟

硬

Ù¸ ‰¸ Ú¸ Á¸ Ò¸ Î¸ Ï¸ Ì¸ ¸

ÌÏÎÒÁÚ‰Ù

‚¸

‚

Ô¸

Ô

·¸

·

⑤ Ê, ¯, ˆ は常に硬子音である。これらの後に軟音記号や軟母音がついても発
音は「軟らかく」ならない。

Â¯¸　食べなさい ÊÂ ±Ì˘ËÌ‡　女性 ˆËÍ　サーカス

⑥ ˜, ˘ は常に軟子音である。軟音記号や軟母音の有無にかかわりなく、発音は
常に「軟らかい」。

‰Ó˜¸　娘 ˜‡È　紅茶 ‚Â˘¸　品もの
［表２の2］

Ê

軟

硬

˘˜

ˆ¯
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§005　単語とアクセント

（１）　アクセント

①単語は原則としてアクセントを持つ。
②アクセントは必ず母音の上にある。
③アクセントのある母音は強く、はっきり、長く発音される。
④アクセントは記号(  ± )で表示する。母音が１つの単語は原則として、表示を省
略する。

⑤ fiは常にアクセントを持つ。

（２）　つづりと発音

つづってある通りに読むといわれるロシア語ではあるが、次のような場合はつ
づりの通りに読まない。

①アクセントのない Óは [ ‡ ] として発音される。

ÓÍÌÓ ± [‡ÍÌÓ±]　窓 ÏÓÎÓÍÓ± [Ï‡Î‡ÍÓ±]　ミルク

②アクセントの前の Â, fl は「Ëに近い Â」として発音される。これを [ËÂ] と
表記する。
ÂÍ‡ ± [ËÂÍ‡±] 川 flÁ˚ ±Í [ËÂÁ˚ ±Í] 舌、言語

③語末の有声子音は、対応の無声子音として発音される。これを「有声子音の無
声化」と呼ぶ。

ıÎÂ· [ıÎÂÔ] パン ‰Û„ [‰ÛÍ] 友人

Ó·Â±‰ [‡·Â±Ú] 食事 „‡Á   [„‡Ò] ガス

［表３］子音の有声・無声対照表

無

有 ÁÊ‰„‚

Ù Í Ú ¯ Ò

È Ï Ì Î 

ı ˆ ˜ ˘Ô

·

④これらの有声子音は、無声子音の前でも、同じように対応の無声子音として発
音される。

‚˜Â‡± [ Ù˜- ] 昨日 ÍÌË±ÊÍ‡ [ -¯Í- ] 小冊子
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⑤逆に、無声子音は ‚を除く有声子音の前で、対応の有声子音として発音され
る。これを「無声子音の有声化」と呼ぶ。

Ò‰‡ ±˜‡  [ Á‰- ] おつり ‚ÓÍÁ‡ ±Î  [ -„Á- ] ターミナル駅

Ú‡±ÍÊÂ [ -„Ê-] ～もまた Ò‰Â±Î‡Ú¸ [ Á‰-  ] やり通す

⑥ロシア語で単語をつづる時に、伝統的なつづり方が適用される場合がある。こ
れを「正書法の規則」と呼んでいる。

［表４］正書法の規則

を綴る。

fl　　→ ‡

˛を書かずに Û

˚　　→ Ë

„, Í, ı, Ê, ˜, ¯, ˘ の後には
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第２課　(ìÓ ±Í ‚ÚÓÓ ±È)

簡　単　な　文

§006　簡単な平叙文

ù∞ÚÓ ë‡±¯‡. これはサーシャです。

ù∞ÚÓ „‡ÁÂ±Ú‡. これは新聞です。

注）«ù ∞ÚÓ ... ...» は、「これは～です」にあたる。しかし通常「～です」の
部分は省略される。［§034］

§007　疑問文と否定文

– ù∞ÚÓ çË±Ì‡? これはニーナですか。

– Ñ‡, ±̋ÚÓ çË±Ì‡. はい、それはニーナです。

– ù∞ÚÓ ÍÌË±„‡? これは本ですか。

– çÂÚ, ±̋ÚÓ ÌÂ ÍÌË±„‡. いいえ、それは本ではありません。

①疑問詞のない疑問文のイントネーションは、疑問の中心となっている単語のア
クセント部分を上げる。

②肯定の回答では Ñ‡ （はい）を、また否定には çÂÚ （いいえ）を使う。
③否定文は、否定したい語の前に助詞 ÌÂ を置く。

§008　疑問詞を用いた疑問文

– äÚÓ ±̋ÚÓ? これは誰ですか。

– ù∞ÚÓ äÓ±Îfl. それはコーリャです。

– óÚÓ ±̋ÚÓ? これは何ですか。

– ù∞ÚÓ ÒÎÓ‚‡±¸. それは辞書です。

– É‰Â „‡ÁÂ±Ú‡? 新聞はどこですか。

– É‡ÁÂ±Ú‡ Ú‡Ï. 新聞はあそこです。
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① ÍÚÓ は人間と動物を、˜ÚÓ は事物を、„‰Â は場所をたずねる時に使う。
②疑問詞は通常、文頭に置く。

§009　人称代名詞

　　人称代名詞は、人称と数の２要素からなる。

３人称

それら

ÓÌË± 彼女ら

彼ら

‚˚ 君たち

Ï˚ 私たち

ÓÌÓ ± それ

ÓÌ‡ ± 彼女

ÓÌ 彼

Ú˚ 君

fl 私

複　数単　数

２人称

１人称

［表５］

① Ú˚ は親子や夫婦などの家族同士で、親友や恋人などの間柄で使う。またおと
なが子どもに対して用いる。

② ‚˚ は、Ú˚ の複数形の他に、敬称として単数の「あなた」や複数の「あなた
方」という意味をもつ。

å‡±¯‡, à∞‡! É‰Â ‚˚? マーシャ、イーラ。お前たちはどこだい。

ÑÂ±‚Û¯Í‡, „‰Â ‚˚? お嬢さん、あなたはどこですか。

ÑÂ±‚Û¯ÍË, „‰Â ‚˚? お嬢さん方、あなたたちはどこですか。

§010　接続詞 Ë, ‡, ÌÓ

①接続詞 Ë 「～と、そして」にあたる。

ù∞ÚÓ ‚Ó‰‡± Ë ÒÓÍ. これは水とジュースです。

② 接続詞 ‡ 「その一方」にあたる。

ù∞ÚÓ ‚Ó‰‡±, ‡ ±̋ÚÓ ÒÓÍ.これは水です。一方、これはジュースです。

③接続詞 ÌÓ [no] 「しかし」にあたる。

ù∞ÚÓ ‚Ó‰‡±. çÓ ÌÂÎ¸Áfl± ÔËÚ¸. これは水だ。だが飲んではいけない。
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§011　数詞（1）

1.  Ó‰Ë±Ì 5.  ÔflÚ¸  9.  ‰Â±‚flÚ¸

2.  ‰‚‡ 6.  ¯ÂÒÚ¸ 10. ‰Â±ÒflÚ¸

3.  ÚË 7.  ÒÂÏ¸

4.  ˜ÂÚ ±̊Â 8.  ‚Ó±ÒÂÏ¸

注）ゼロは、ÌÓÎ¸ という。
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第３課　(ìÓ ±Í ÚÂ ±ÚËÈ)

名詞の性・数・格

§012　名詞の性

①ロシア語の名詞には文法のうえで男性、女性、中性の区別がある。
②名詞の性は、単語末の文字で識別することができる。

語　末　の　文　字

-Ïfl

-¸

-¸

-Â

-fl

-È

-Ó

-‡

硬子音字

中性名詞

女性名詞

男性名詞

［表６］

注1）硬子音字とは、ここでは軟音記号 [-¸] のつかない子音である。
注2）-¸ に終わる名詞には男性・女性の２種がある。

男性名詞 ÒÚÓÎ 机 ÏÛÁÂ±È 博物館 ÒÎÓ‚‡ ±¸ 辞書

女性名詞 ÍÌË±„‡ 本 ÔÂ ±ÒÌfl 歌 ÔÎÓ±˘‡‰¸ 広場

中性名詞 ÏÂ±ÒÚÓ 座席 Á‰‡ ±ÌËÂ 建物 ‚Â ±Ïfl 時間

③ -‡, -fl で終る名詞でも、男性を意味するものは男性名詞である。

Ô‡±Ô‡ パパ ‰fl ±‰fl おじ èÂ±Úfl ペーチャ

§013　名詞の数

①ロシア語の名詞には、単数と複数の区別がある。

辞書

博物館

机

ÒÎÓ‚‡Ë±

ÏÛÁÂ±Ë

ÒÚÓÎ˚ ±

ÒÎÓ‚‡ ±¸

ÏÛÁÂ±È

ÒÚÓÎ

男性名詞

　　-¸ →　-Ë

　　-È →　-Ë

-硬子音字 →+˚

単数形 →　複数形［表６の１］
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ノート

歌

新聞

ÚÂÚ‡±‰ËÚÂÚ‡±‰¸

ÔÂ±ÒÌËÔÂ ±ÒÌfl

„‡ÁÂ±Ú˚„‡ÁÂ±Ú‡

女性名詞

　　-¸ →　-Ë

　　-fl →　-Ë

　　-‡ →　-˚

単数形 →　複数形［表６の２］

名前

海

手紙

ËÏÂÌ‡ ±

ÏÓfl±

ÔË±Ò¸Ï‡

Ë ±Ïfl

ÏÓ±Â

ÔËÒ¸ÏÓ±

中性名詞

　　-Ïfl →　-ÏÂÌ‡

　　-Â →　-fl

　　-Ó →　-‡

単数形 →　複数形［表６の３］

②子音 „, Í, ı, Ê, ˜, ¯, ˘ の後には［表４］の正書法により -˚ を綴らずに
-Ë を書く。

Ï‡±Î¸˜ËÍ → Ï‡±Î¸˜ËÍË 男の子 ÍÌË±„‡ → ÍÌË±„Ë 書籍

③常に複数形で用いられる名詞がある。

˜‡Ò˚ ± 時計 ‰Â±Ì¸„Ë お金 Ó˜ÍË± メガネ

‰Â±ÚË 子ども達 Ó‰Ë±ÚÂÎË 両親 Î ±̨‰Ë 人々

④男性名詞の中で複数語尾が -‡± ( -fl± ) に終わる例外がある。

‰ÓÏ → ‰ÓÏ‡± 家 „Ó±Ó‰ → „ÓÓ‰‡± 都市

„Î‡Á → „Î‡Á‡± 目 Í‡È → Í‡fl± 辺境

⑤単数形で語末にアクセントがある名詞のうち、複数形でアクセントの移動する
名詞がある。

§014　名詞と３人称代名詞の関係

① ÓÌ は人間の男性ばかりでなくすべての男性名詞単数形に使うことができる。
- 11 -

②同様に、ÓÌ‡ ± はすべての女性名詞単数形のかわりに、また ÓÌÓ ± はすべての中
性名詞単数形のかわりに、 ÓÌË± はすべての名詞の複数形のかわりに使う。

– É‰Â ÚÂÍÒÚ? テキストはどこですか。

– ÇÓÚ ÓÌ. ほら、これだよ。

– É‰Â „‡ÁÂ±Ú‡? 新聞はどこですか。

– ÇÓÚ ÓÌ‡±. ほら、これだよ。

§015　名詞の格

①次の２つの文を比べてみよう。

É‡ÁÂ±Ú‡ Á‰ÂÒ¸. ü ˜ËÚ‡±˛ „‡ÁÂ±ÚÛ.
新聞は、ここだ。 私は、新聞を読む。

文の主語や補語などの役割についてロシア語では „‡ÁÂÚ‡(新聞は), „‡ÁÂÚÛ(新

聞を)というように単語自体の語尾変化によって表わされる。この語尾変化のこ
とを「格変化」と呼んでいる。

②ロシア語の名詞類には６つの格があり、日本語の「てにをは」で例示すると次
のようになる。ロシア語学習の変化表では、以下の順番で格変化が表記され
る。また単数変化の後に複数変化形が並ぶ。

１．主格（しゅかく） 「は」「が」(辞書の見出し形を兼ねる)
２．生格（せいかく） 「の」
３．与格（よかく） 「に」
４．対格（たいかく） 「を」
５．造格（ぞうかく） 「によって」
６．前置格（ぜんちかく）固有の意味はなく、常に前置詞とともに用いられる。
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第４課　(ìÓ ±Í ˜ÂÚ‚fiÚ˚È)

所有代名詞・指示代名詞・形容詞

§016　所有代名詞（主格）

①所有代名詞のうち、ÏÓÈ, Ú‚ÓÈ, Ì‡¯, ‚‡¯ は結びつく名詞の性・数・格に
応じて変化する。

［表７］

単
数
形

‚‡±¯Ë

‚‡ ±¯Â

‚‡±¯‡

‚‡¯

Ì‡±¯Ë

Ì‡ ±¯Â

Ì‡±¯‡

Ì‡¯

Ú‚ÓË±

Ú‚Ófi

Ú‚Ófl ±

Ú‚ÓÈ

ÏÓË±

ÏÓfi

ÏÓfl±

ÏÓÈ

あなたの私たちの君の私の

複数形

中性形

女性形

男性形

ÏÓÈ ÊÛÌ‡±Î 私の雑誌 ÏÓfi ÔËÒ¸ÏÓ± 私の手紙

ÏÓfl± ÍÌË±„‡ 私の本 ÏÓË± ˜‡Ò ±̊ 私の時計

②３人称は、語形の変化がない。
［表８］

ËıÂ„Ó±ÂfiÂ„Ó±

彼(それ)らのそれの彼女(それ)の彼(それ)の

注） Â„Ó ± は[ËÂ‚Ó±] と発音する。

Â„Ó± ÓÚÂ±ˆ 彼の父親 Â„Ó± Ó‰Ë±ÚÂÎË 彼の両親

Â„Ó± Ï‡Ú¸ 彼の母親

§017　疑問代名詞（主格）˜ÂÈ?

　疑問代名詞 ˜ÂÈ?（誰の）は、結びつく名詞の性・数・格に応じて変化する。
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［表９］

単
数
形

誰の時計

誰の座席

誰のバッグ

誰の辞書

˜¸Ë ˜‡Ò ±̊?

˜¸fi ÏÂ±ÒÚÓ?

˜¸fl ÒÛ±ÏÍ‡?

˜ÂÈ ÒÎÓ‚‡±¸?

˜¸Ë

˜¸fi

˜¸fl

˜ÂÈ

誰の

複数形

中性形

女性形

男性形

§018　指示代名詞（主格）˝ ±ÚÓÚ, ÚÓÚ

①指示代名詞 ˝ ±ÚÓÚ（この）, ÚÓÚ（あの）は、関係する名詞の性・数・格に応じ
て変化する。

中性形

女性形
単
数
形

男性形

˝±ÚË Ï‡„‡ÁË±Ì˚

±̋ÚÓ ÏÂÚÓ±

˝±Ú‡ ÔÓ±˜Ú‡

±̋ÚÓÚ ‰ÓÏ

ÚÂ

ÚÓ

Ú‡

ÚÓÚ

±̋ÚË

˝ ±ÚÓ

˝±Ú‡

˝±ÚÓÚ

これらの商店

この地下鉄

この郵便局

この家

あのこの

複数形

［表10］

§019形容詞（主格）

①形容詞は、それが結びつく名詞の性・数・格に応じて変化する。
②「硬変化」と「軟変化」に大別される。

［表11］

ÒË ±ÌËÂ

ÒË ±ÌÂÂ

ÒË ±Ìflfl

ÒË±ÌËÈ

ÏÓÎÓ‰˚ ±Â

ÏÓÎÓ‰Ó±Â

ÏÓÎÓ‰‡±fl

ÏÓÎÓ‰Ó±È

ÌÓ ±‚˚Â

ÌÓ ±‚ÓÂ

ÌÓ ±‚‡fl

ÌÓ ±‚˚È

青　い若　い新しい

単
数
形

複数形

中性形

女性形

男性形

軟変化硬　変　化
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注1）複数形には、性の区別がない。
注2）単語前半の語形変化しない部分を語幹、語形変化する部分を語尾と呼ぶ。
注3）アクセントが語尾にあるものは、男性形が -ÓÈ となる。

ÌÓ±‚˚È ÏË 新しい世界 ÌÓ ±‚‡fl Ï‡¯Ë±Ì‡ 新しい車

ÌÓ±‚ÓÂ Ô‡Î¸ÚÓ± 新しいコート ÌÓ±‚˚Â ˜‡Ò˚ ± 新しい時計

③語幹が „, Í, ı で終る形容詞は硬変化である。正書法［表４］により -˚ のか
わりに -Ë を書く。アクセントが語尾にある場合男性形が -ÓÈ となる。

悪　い静かな

中性形

女性形
単
数
形

男性形

ÚË±ıËÂ

ÚË ±ıÓÂ

ÚË ±ı‡fl

ÚË±ıËÈ

Û±ÒÒÍËÂ

Û ±ÒÒÍÓÂ

Û ±ÒÒÍ‡fl

Û±ÒÒÍËÈ

ÒÚÓ±„ËÂ

ÒÚÓ ±„ÓÂ

ÒÚÓ ±„‡fl

ÒÚÓ±„ËÈ

ÔÎÓıË±Â

ÔÎÓıÓ ±Â

ÔÎÓı‡ ±fl

ÔÎÓıÓ±È

ロシアの厳しい

複数形

［表12］

ÚË±ıËÈ ‚Â±˜Â 静かな夜 ÚË ±ı‡fl Û ±ÎËˆ‡ 静かな通り

ÚË±ıÓÂ ÏÂ±ÒÚÓ 静かな場所 ÚË±ıËÂ Á‚Û±ÍË 静かな音

④ Ê, ˜, ¯, ˘ で終わり、語幹にアクセントがあるのは軟変化である。正書法
の規則［表４］により -fl の代わりに -‡ をつづる。

共通の良　い

中性形

女性形
単
数
形

男性形

ıÓÓ±¯ËÂ

ıÓÓ ±¯ÂÂ

ıÓÓ ±¯‡fl

ıÓÓ±¯ËÈ

„Ófl±˜ËÂ

„Ófl ±˜ÂÂ

„Ófl ±˜‡fl

„Ófl±˜ËÈ

Ò‚Â ±ÊËÂ

Ò‚Â ±ÊÂÂ

Ò‚Â ±Ê‡fl

Ò‚Â±ÊËÈ

Ó±·˘ËÂ

Ó ±·˘ÂÂ

Ó ±·˘‡fl

Ó±·˘ËÈ

熱　い新鮮な

複数形

［表13］

ıÓÓ±¯ËÈ ÍÓÒÚ ±̨Ï よい背広 ıÓÓ±¯‡fl Û·‡±¯Í‡ よいシャツ

ıÓÓ±¯ÂÂ Ô‡Î¸ÚÓ± よいコート ıÓÓ±¯ËÂ Ó˜ÍË± よいメガネ
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⑤ Ê, ˜, ¯, ˘ で終わり、語尾にアクセントがあるものは、硬変化となる。正
書法の規則［表４］により -fl の代わりに -‡ をつづる。

˜ÛÊË±Â

˜ÛÊÓ ±Â

˜ÛÊ‡ ±fl

˜ÛÊÓ±È

·ÓÎ¸¯Ë±Â

·ÓÎ¸¯Ó±Â

·ÓÎ¸¯‡±fl

·ÓÎ¸¯Ó±È

［表14］

複数形

単
数
形

他人の大きい

中性形

女性形

男性形

·ÓÎ¸¯Ó±È Ô‡Í 大きな公園 ·ÓÎ¸¯‡±fl ÔÎÓ±˘‡‰¸ 大きな広場

·ÓÎ¸¯Ó±Â Á‰‡±ÌËÂ 大きな建物 ·ÓÎ¸¯Ë±Â ‰ÓÏ‡± 大きな家

§020　形容詞の用法

　形容詞には主として次の２つの用法がある。

①名詞を修飾する。語尾は、名詞の性・数・格に一致する。
ë‡±¯‡ ıÓÓ±¯ËÈ ÒÚÛ‰Â±ÌÚ. サーシャはりっぱな学生だ。

ù∞ÚÓ ÌÓ±‚˚Â ˜‡Ò ±̊. これは新しい時計です。

②文の述語となる。語尾は、主語の性と数に一致する。
êÂÁÛÎ¸Ú‡±Ú ÔÎÓıÓ±È. 結果は悪い。

èÓ„Ó ±‰‡ ÔÎÓı‡ ±fl. 天気が悪い。

③ただし主語が ‚˚の場合、次のようになる。

Ç˚ Â˘fi ÏÓÎÓ‰‡±fl. あなたはまだお若いですよ。

Ç˚ Â˘fi ÏÓÎÓ‰ ±̊Â. 君たちはまだ若いよ。

§021　疑問詞 Í‡ÍÓ±È?

① Í‡ÍÓ±È（どんな）は、名詞を特徴づける形容詞を問いただす時に使う。
②結びつく名詞の性・数・格に応じて変化する。変化は形容詞に準じ、主格形
は、Í‡ÍÓ±È? Í‡Í‡±fl? Í‡ÍÓ±Â? Í‡ÍË±Â?である。
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– ä‡ÍÓ±È ±̋ÚÓ ıÎÂ·? これはどんなパンですか。

– ù∞ÚÓ ˜fiÌ˚È ıÎÂ·. それは黒パンです。

– ä‡Í‡±fl ±̋ÚÓ  ±̊·‡? これはどんな魚ですか。

– ù∞ÚÓ ÏÓÒÍ‡±fl  ±̊·‡. それは海の魚です。

– ä‡ÍÓ±Â ±̋ÚÓ ‚ËÌÓ±? それはどんなワインですか。

– ù∞ÚÓ Í‡±ÒÌÓÂ ‚ËÌÓ±. それは赤ワインです。

– ä‡ÍË±Â ±̋ÚÓ ÙÛ±ÍÚ˚? それはどんなフルーツですか。

– ù∞ÚÓ ±̨ÊÌ˚Â ÙÛ±ÍÚ˚. それは南国のフルーツです。

③ Í‡ÍÓ±Èは形容詞とともに用いて、感嘆文を作ることができる。

ù∞ÚÓ Ó±˜ÂÌ¸ ‚ÍÛ±ÒÌ˚È ˜‡È. これはとてもおいしい紅茶だ。

↓
ä‡ÍÓ±È ˝±ÚÓ ‚ÍÛ±ÒÌ˚È ˜‡È! なんておいしい紅茶だろうか。

ä‡Í‡ ±fl ıÓÓ ±¯‡fl ÔÓ„Ó±‰‡! なんていい天気だろうか。

ä‡ÍÓ±Â Í‡ÒË±‚ÓÂ Ó±ÁÂÓ! なんときれいな湖だろうか。

ä‡ÍË±Â ‰Ó±·˚Â Î ±̨‰Ë! なんと親切な人たちだろうか。
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第５課　(ìÓ±Í Ôfl±Ú˚È)

動詞の第１変化と名詞の前置格(単数)

§022　動詞の不定形

①不定形は語尾の形によって、次の３種類がある。
1. -Ú¸ で終るもの　˜ËÚ‡±Ú¸（読む） ÁÌ‡Ú¸（知っている）

2. -ÚË で終るもの　Ë‰ÚË±（行く) ÌÂÒÚË±（持ち運ぶ）
3. -˜¸ で終るもの　ÏÓ˜¸（できる） ÔÂ˜¸（焼く）

②不定形から語尾２文字を取り去ったものを、不定形語幹という。
③動詞には完了体と不完了体がある。第14課まで不完了体のみ使う。［§063］

§023　動詞の現在形（第１変化）

①動詞の現在形は、主語の人称と数に応じて変化する。
②語尾変化のパターンによって第１変化と第２変化［§028］に分けられる。

知っている読　む
［表15］

„ÛÎfl±Ú¸

‡·Ó±Ú‡Ú¸

ÔÓÌËÏ‡±Ú¸

‰Û±Ï‡Ú¸

‰Â±Î‡Ú¸

聞く

働く

理解する

考える

する

散歩する

ÒÎÛ±¯‡Ú¸ÁÌ‡ ±˛Ú

ÁÌ‡ ±ÂÚÂ

ÁÌ‡ ±ÂÏ

ÁÌ‡ ±ÂÚ

ÁÌ‡ ±Â¯¸

ÁÌ‡ ±˛

˜ËÚ‡±˛Ú

˜ËÚ‡ ±ÂÚÂ

˜ËÚ‡ ±ÂÏ

˜ËÚ‡ ±ÂÚ

˜ËÚ‡±Â¯¸

˜ËÚ‡±˛

ÓÌË±

‚˚

Ï˚

ÓÌ

Ú˚

fl
単
　
数

複
　
数

ÁÌ‡Ú¸˜ËÚ‡±Ú¸

注1）表中でゴシック字の部分が、人称語尾である。
注2）第１変化の現在語幹は、ほとんどの動詞が不定形語幹に等しい。また

このタイプの動詞は、語末が -‡Ú¸, -flÚ¸に終わるものが多い。
注3）３人称単数は、現在形の場合 ÓÌ, ÓÌ‡±, ÓÌÓ±が同じ語尾になる。
注4）ÍÚÓ は ÓÌ と、また ˜ÚÓ は ÓÌÓ± と同等に扱う。
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ü ˜ËÚ‡±˛, ‡ Ô‡±Ô‡ ÓÚ‰˚ı‡±ÂÚ. ぼくは読書をし、パパは休息をとっている。

äÚÓ ÒÎÛ±¯‡ÂÚ? 誰が聞いているのですか。

§024　名詞の前置格（単数）

①前置格は単独で用いられることがなく、常に前置詞とともに用いられる。
②変化は次の通りである。

男
性

［表16の1］

ÒÎÓ‚‡Â ±

ÒÎÓ‚‡ ±¸

ÏÛÁÂ±Â

ÏÛÁÂ±È

ÒÚÓÎÂ ±

ÒÚÓÎ

-¸-È硬子音字

前置格

主　格

女
性

［表16の2］

ÔÎÓ±˘‡‰Ë

ÔÎÓ±˘‡‰¸

ÔÂ ±ÒÌÂ

ÔÂ ±ÒÌfl

ÍÓ±ÏÌ‡ÚÂ

ÍÓ±ÏÌ‡Ú‡

-¸-fl-‡

前置格

主　格

中
性

［表16の3］

Ë±ÏÂÌË

Ë ±Ïfl

ÏÓ±Â

ÏÓ±Â

ÏÂ±ÒÚÂ

ÏÂ±ÒÚÓ

-Ïfl-Â-Ó

前置格

主　格

§025　前置格をとる前置詞

ロシア語の前置詞は、特定の格と結びつく。以下の前置詞は、前置格をとる例
である。

① Ó＋ 前置格=「～について」

éÌ ÏÌÓ±„Ó ÁÌ‡±ÂÚ Ó ‡·Ó±ÚÂ. 彼は仕事のことをたくさん知っている。
② ‚＋ 前置格=「～の中で」

óÚÓ ‚ ÒÚÓÎÂ±? 机の中に何がありますか。

③ Ì‡＋ 前置格=「～の上に」

óÚÓ Ì‡ ÒÚÓÎÂ±? 机の上に何がありますか。
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④一般に、場所の表現には前置詞 ‚ を用いる場合が多い。

ËÌÒÚËÚÛ±Ú – ‚ ËÌÒÚËÚÛ±ÚÂ 大学で

¯ÍÓ±Î‡ – ‚ ¯ÍÓ±ÎÂ 学校で

åÓÒÍ‚‡ ± – ‚ åÓÒÍ‚Â± モスクワで

⑤しかし場所を表現する場合、前置詞 Ì‡ を用いる名詞がある。

Á‡‚Ó ±‰ – Ì‡ Á‡‚Ó ±‰Â 工場で

‡·Ó±Ú‡ – Ì‡ ‡·Ó±ÚÂ 仕事場で

ÒÚ‡ ±ÌˆËfl – Ì‡ ÒÚ‡ ±ÌˆËË 駅で

⑥次のタイプの名詞の前置格は、-ËËとなる。

-ËÈで終わる男性名詞。Ò‡Ì‡ÚÓ±ËÈ – ‚ Ò‡Ì‡ÚÓ±ËË（サナトリウム）

-Ëflで終わる女性名詞。êÓÒÒË±fl – ‚ êÓÒÒË±Ë（ロシア）

-ËÂで終わる中性名詞。Á‰‡±ÌËÂ – ‚ Á‰‡±ÌËË（建物）

⑦前置詞が ‚, Ì‡ の時、語尾にアクセントをともない、-Û ±, -˛ ± に終る男性名詞
がある。

Ò‡‰ – ‚ Ò‡‰Û ± 庭で ·Â±Â„ – Ì‡ ·ÂÂ„Û± 岸辺で

ÎÂÒ – ‚ ÎÂÒÛ± 森で Í‡È – Ì‡ Í‡ ±̨ 辺境で

§026　人称代名詞および ÍÚÓ, ˜ÚÓの前置格

［表17の1］人称代名詞の前置格

複　　数単　　　数

ÚÂ·Â± ÌfiÏ ÌÂÈ ÌfiÏ Ì‡Ò ‚‡Ò ÌËı

ÓÌË±‚˚Ï˚ÓÌÓ ±ÓÌ‡ ±ÓÌÚ˚

ÏÌÂ

fl

前置格

主　格

注）ÏÌÂ の場合 Ó·Ó ÏÌÂ, ‚Ó ÏÌÂ とつづる。
［表17の2］ ÍÚÓ, ˜ÚÓの前置格

˜fiÏ

˜ÚÓ

ÍÓÏ

ÍÚÓ

前置格

主　格

é ÍÓÏ ‚˚ ‰Û±Ï‡ÂÚÂ? あなたは誰のことを考えているのですか。

ü ‰Û±Ï‡˛ Ó ÌÂÈ. わたしは彼女のことを考えています。
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§027　特殊な変化をする動詞（１）

ÊËÚ¸（住む）、ÔËÒ‡±Ú¸（書く）の現在形は次のように変化する。

住　む 書　く
［表18］

ÔËÒ‡±Ú¸ÊËÚ¸

ÔË±¯ÛÚ

ÔË±¯ÂÚÂ

ÔË±¯ÂÏ

ÔË±¯ÂÚ

ÔË±¯Â¯¸

ÔË¯Û ±

ÊË‚Û ±Ú

ÊË‚fiÚÂ

ÊË‚fiÏ

ÊË‚fiÚ

ÊË‚fi¯¸

ÊË‚Û ±

ÓÌË±

‚˚

Ï˚

ÓÌ

Ú˚

fl

単
数

複
数

É‰Â ‚˚ ÊË‚fiÚÂ? あなたはどこに住んでいるのですか。

é ˜fiÏ ‚˚ ÔË±¯ÂÚÂ? あなたは何について書くのですか。

《月の名称》
１月 flÌ‚‡ ±¸ ‚ flÌ‚‡Â ±

２月 ÙÂ‚‡±Î¸ ‚ ÙÂ‚‡ÎÂ±

３月 Ï‡Ú ‚ Ï‡±ÚÂ

４月 ‡ÔÂ±Î¸ ‚ ‡ÔÂ±ÎÂ

５月 Ï‡È ‚ Ï‡±Â

６月 Ë˛±Ì¸ ‚ Ë˛±ÌÂ

７月 Ë ±̨Î¸ ‚ Ë ±̨ÎÂ

８月 ‡ ±‚„ÛÒÚ ‚ ‡ ±‚„ÛÒÚÂ

９月 ÒÂÌÚfl±·¸ ‚ ÒÂÌÚfl·Â±

10月 ÓÍÚfl±·¸ ‚ ÓÍÚfl·Â±

11月 ÌÓfl±·¸ ‚ ÌÓfl·Â±

12月 ‰ÂÍ‡±·¸ ‚ ‰ÂÍ‡·Â±

注1）月の名称は全て男性名詞である。
注2）「何月に」の表現には「 ‚ + 前置格」で表わす。
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第６課　(ìÓ±Í ¯ÂÒÚÓ±È)

動詞の第２変化と名詞の対格

§028　動詞の現在形（第２変化）

① „Ó‚ÓË±Ú¸（話す）や ÒÏÓÚÂ±Ú¸（見る）などの動詞は次表のような変化を
する。この型の変化を第２変化と呼ぶ。

見　る話　す
［表19］

‰‡Ë±Ú¸

電話するÁ‚ÓÌË±Ú¸

ÔÓ±ÏÌËÚ¸

ÍÛË±Ú¸

‚Â±ËÚ¸

建てる

覚えている

喫煙する

信用する

贈る

ÒÚÓ±ËÚ¸ÒÏÓ±ÚflÚ

ÒÏÓ±ÚËÚÂ

ÒÏÓ±ÚËÏ

ÒÏÓ±ÚËÚ

ÒÏÓ±ÚË¯¸

ÒÏÓÚ ±̨

„Ó‚Ófl±Ú

„Ó‚ÓË±ÚÂ

„Ó‚ÓË±Ï

„Ó‚ÓË±Ú

„Ó‚ÓË±¯¸

„Ó‚Ó˛±

ÓÌË

‚˚

Ï˚

ÓÌ

Ú˚

fl

単
数

複
数

ÒÏÓÚÂ±Ú¸„Ó‚ÓË±Ú¸

注1）第２変化の現在語幹は、不定形から語末の３文字を取り去ることにな
る。第２変化の動詞は語末が -ËÚ¸や -ÂÚ¸に終わるものが多い。

注2）語尾にアクセントがある動詞のうち、Ú˚ の変化形から語幹にアクセ
ントを移動するものがある。

å˚ „Ó‚ÓË±Ï ÔÓ-Û±ÒÒÍË. 私たちはロシア語を話します。

ÑÂ±ÚË ÒÏÓ±ÚflÚ ÚÂÎÂ‚Ë±ÁÓ. 子ども達はテレビを見ている。

②現在語幹が „, Í, ı, Ê, ˜, ¯, ˘ で終るものは、正書法の規則［表４］によ

り、-˛, -flÚが -Û, -‡Úとなる。

ÎÂÊ‡±Ú¸: ÎÂÊÛ±, ÎÂÊË±¯¸,... ÎÂÊ‡±Ú 横たわっている

ÒÎ ±̊¯‡Ú¸: ÒÎ ±̊¯Û, ÒÎ ±̊¯Ë¯¸,... ÒÎ ±̊¯‡Ú 聞こえる

③１人称単数で、変化が不規則形になるものがある。子音が他の子音に交替する
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ものを歯音変化といい、また語幹子音に -Î- を追加するものを唇音変化とい
う。唇音変化は、現在語幹末の子音が ·, Ô, ‚, Ù, Ïのときに起こる。

‚Ë±‰ÂÚ¸: ‚Ë ±ÊÛ, ‚Ë±‰Ë¯¸,... ‚Ë±‰flÚ 見える

ÒË‰Â±Ú¸: ÒËÊÛ±, ÒË‰Ë±¯¸,... ÒË‰fl±Ú 座っている

ÔÓÒË±Ú¸: ÔÓ¯Û±, ÔÓ±ÒË¯¸,... ÔÓ±ÒflÚ 頼む

ÒÔ‡Ú¸: ÒÔÎ˛, ÒÔË¯¸,... ÒÔflÚ 眠っている

Î˛·Ë±Ú¸: Î˛·Î ±̨, Î ±̨·Ë¯¸,... Î ±̨·flÚ 好む

„ÓÚÓ±‚ËÚ¸: „ÓÚÓ±‚Î˛, „ÓÚÓ±‚Ë¯¸,... „ÓÚÓ±‚flÚ 準備する

§029　名詞の対格（単数）

①対格は、「～を」の意味をもつ格である。対格は、他動詞の直接補語や対格を
とる前置詞と結びつく。

②変化は次表の通りである。

男
性

［表20の1］

ÒÎÓ‚‡ ±¸

ÒÎÓ‚‡ ±¸

ÏÛÁÂ±È

ÏÛÁÂ±È

ÒÚÓÎ

ÒÚÓÎ

-¸-È硬子音字

対　格

主　格

注）すべての男性名詞が対格＝主格ではない。男性名詞には活動体（人と
動物を表す）と不活動体（それ以外の名詞）があり、対格＝主格は不
活動体のみである。［§046］

女
性

［表20の2］

ÔÎÓ±˘‡‰¸

ÔÎÓ±˘‡‰¸

ÔÂ ±ÒÌ˛

ÔÂ ±ÒÌfl

ÍÓ±ÏÌ‡ÚÛ

ÍÓ±ÏÌ‡Ú‡

-¸-fl-‡

対　格

主　格

注）対格でアクセントが前方に移動する女性名詞がある。
ÛÍ‡± Û±ÍÛ 手 ÌÓ„‡ ± ÌÓ±„Û 足

„ÓÎÓ‚‡ ± „Ó±ÎÓ‚Û 頭 „Ó‡± „Ó±Û 山
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中
性

［表20の3］

Ë ±Ïfl

Ë ±Ïfl

ÏÓ±Â

ÏÓ±Â

ÏÂ±ÒÚÓ

ÏÂ±ÒÚÓ

-Ïfl-Â-Ó

対　格

主　格

ü ˜ËÚ‡±˛ ‰ÓÍÛÏÂ±ÌÚ. 私は書類を読んでいる。

í‡Ú¸fl±Ì‡ ÔË±¯ÂÚ ÔËÒ¸ÏÓ±. タチアーナは手紙を書いている。

§030　人称代名詞および ÍÚÓ, ˜ÚÓの対格

［表21の1］人称代名詞の対格

複　　数単　　　数

ÚÂ·fl± Â„Ó± Âfi Â„Ó± Ì‡Ò ‚‡Ò Ëı

ÓÌË±‚˚Ï˚ÓÌÓ ±ÓÌ‡ ±ÓÌÚ˚

ÏÂÌfl±

fl

対　格

主　格

［表21の2］ ÍÚÓ, ˜ÚÓの対格

˜ÚÓ

˜ÚÓ

ÍÓ„Ó±

ÍÚÓ

対　格

主　格

　※ ÍÓ„Ó ±は [Í‡‚Ó ±]と発音する。
注）３人称の代名詞が前置詞と結びつくときは、語頭に Ì-をつけ加える。

たとえば Â„Ó± → ‚ ÌÂ„Ó±, Âfi → ‚ ÌÂfi, Ëı → ‚ ÌËı となる。

Ç˚ ıÓÓ¯Ó± ÁÌ‡±ÂÚÂ Â„Ó±? あなたは彼をよく知っていますか。

äÓ„Ó± fl ‚Ë±ÊÛ? ãË±Á‡, ±̋ÚÓ Ú˚?! 誰かと思ったらリーザじゃないか。

§031　対格をとる前置詞

① ‚ ＋対格=「～に」

éÌ ‚ÍÎ˛˜‡±ÂÚ ±̋ÚÓ ‚ ÔÓÂ±ÍÚ. 彼はこれを計画に織り込む。

② Ì‡ ＋ 対格=「～に」

éÌ‡± ÔÓÒÚÛÔ‡±ÂÚ Ì‡ ‡·Ó±ÚÛ. 彼女は仕事に就こうとしている。

③ ˜Â±ÂÁ＋対格=「～を越えて」

éÌË± ÒÚÓ±flÚ ÏÓÒÚ ˜Â±ÂÁ Â±ÍÛ. 彼らは川に橋を架けている。
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§032　数詞（２）

11. Ó‰Ë±ÌÌ‡‰ˆ‡Ú¸ 16. ¯ÂÒÚÌ‡±‰ˆ‡Ú¸

12. ‰‚ÂÌ‡±‰ˆ‡Ú¸ 17. ÒÂÏÌ‡±‰ˆ‡Ú¸

13. ÚËÌ‡±‰ˆ‡Ú¸ 18. ‚ÓÒÂÏÌ‡ ±‰ˆ‡Ú¸

14. ˜ÂÚ ±̊Ì‡‰ˆ‡Ú¸ 19. ‰Â‚flÚÌ‡±‰ˆ‡Ú¸

15. ÔflÚÌ‡±‰ˆ‡Ú¸ 20. ‰‚‡ ±‰ˆ‡Ú¸

《曜日の名称》
月曜日 ÔÓÌÂ‰Â±Î¸ÌËÍ ‚ ÔÓÌÂ‰Â±Î¸ÌËÍ

火曜日 ‚ÚÓ±ÌËÍ ‚Ó ‚ÚÓ±ÌËÍ

水曜日 ÒÂ‰‡± ‚ ÒÂ±‰Û

木曜日 ˜ÂÚ‚Â±„ ‚ ˜ÂÚ‚Â±„

金曜日 Ôfl ±ÚÌËˆ‡ ‚ Ôfl ±ÚÌËˆÛ

土曜日 ÒÛ··Ó±Ú‡ ‚ ÒÛ··Ó±ÚÛ

日曜日 ‚ÓÒÍÂÒÂ±Ì¸Â ‚ ‚ÓÒÍÂÒÂ±Ì¸Â

注1） 曜日を問うには ä‡ÍÓ±È ‰ÂÌ¸? を使う。

ä‡ÍÓ±È ÒÂ„Ó±‰Ìfl ‰ÂÌ¸? 今日は何曜日ですか

注2） 「何曜日に」は、‚ +対格で表わす。

《辞書の見方》
　動詞 ÁÌ‡Ú¸, „Ó‚ÓË ±Ú¸ を辞書で引くと、前者に現在変化についての説明
はない。これは ÁÌ‡Ú¸ が第１変化であることを示している。そして後者には
-˛ ±, -Ë ±¯¸ と記されている。これは現在形１人称と２人称を表示したもの
で、„Ó‚ÓË±Ú¸ が第２変化動詞であることを示している。
　また ıÓ‰Ë ±Ú¸ を引くと、ıÓÊÛ ±, ıÓ ±‰Ë¯¸ とある。１人称単数が例外であ
り、２人称単数以下が規則通りに変化することを表している。
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第７課　 (ìÓ ±Í ÒÂ‰¸ÏÓ±È)

動詞の過去と未来

§033　動詞の過去

①動詞の過去形は、主語の性、数に応じて変化する。人称による区別はない。
②過去形は、不定形語幹［§022］をもとに作る。

住　む話　す書　くす　る
［表22］

複　数

単
　
数

ÊË±ÎË

ÊË ±ÎÓ

ÊËÎ‡ ±

ÊËÎ

„Ó‚ÓË±ÎË

„Ó‚ÓË ±ÎÓ

„Ó‚ÓË±Î‡

„Ó‚ÓË ±Î

ÔËÒ‡±ÎË

ÔËÒ‡ ±ÎÓ

ÔËÒ‡ ±Î‡

ÔËÒ‡ ±Î

‰Â±Î‡ÎË

‰Â±Î‡ÎÓ

‰Â±Î‡Î‡

‰Â±Î‡Î

ÊËÚ¸„Ó‚ÓË±Ú¸ÔËÒ‡ ±Ú¸‰Â±Î‡Ú¸

中性

女性

男性

óÚÓ ‚˚ ‰Â±Î‡ÎË ‚˜Â‡±? きのうあなたは何をしましたか。

ê‡±Ì¸¯Â ÚfiÚfl ÊËÎ‡± ‚ åÓÒÍ‚Â±. 以前叔母はモスクワに住んでいた。

注1）主語が fl, Ú˚のとき、語尾に男女の区別が生じる。

– èÂ±Úfl, ˜ÚÓ Ú˚ ‰Â±Î‡Î ‚˜Â‡±? ペーチャ、君はきのう何をしたの。

– ü ÒÎÛ±¯‡Î ÏÛ±Á˚ÍÛ. ぼくは音楽を聞いていたよ。

– Ä∞Ìfl, ˜ÚÓ Ú˚ ‰Â±Î‡Î‡? アーニャ、きのう何をしたの。

– ü ÒÎÛ±¯‡Î‡ ÏÛ±Á˚ÍÛ. わたしは音楽を聞いていました。

注2）主語 ‚˚は、たとえ一人であっても複数形で受ける。

óÚÓ ‚˚ ‰Â±Î‡ÎË ÒÂ„Ó±‰Ìfl? あなたは今日何をしていましたか。

注3）ÍÚÓは ÓÌと、˜ÚÓ は ÓÌÓ± と同じに扱う。

äÚÓ ±̋ÚÓ „Ó‚ÓË±Î? 誰がそのことを言っていたの。

óÚÓ Ú‡Ï ÎÂÊ‡±ÎÓ? そこに何があったのですか。
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§034　動詞 ·˚Ú¸ の用法

① ·˚Ú¸ には、「～が在る」と「～である」の意味がある。
②現在形は主語の人称と数に係わりなく ÂÒÚ¸である。

á‰ÂÒ¸ ÂÒÚ¸ ÏËÎË±ˆËfl. ここには警察がある。

á‡ÍÓ±Ì ÂÒÚ¸ Á‡ÍÓ±Ì. 法律は法律だ。

③ ÂÒÚ¸は存在や定義を強調する場合に使われる。それ以外では通常、省略され
る。

á‰ÂÒ¸ ÂÒÚ¸ ÏÂÚÓ±. ここには地下鉄がある。

åÂÚÓ± Ë±ÏÂÌÌÓ Á‰ÂÒ¸. 地下鉄はまさにここだ。

④ ·˚Ú¸の過去形と未来形は、次の通りである。

［表23の2］

ÌÂ± ·˚Î

複
　
数

単
　
数

［表23の1］

複　数

否　定肯　定

中性

女性

男性 ·Û±‰Û

·Û±‰Â¯¸

·Û±‰ÂÚ

·Û±‰ÂÏ

·Û±‰ÂÚÂ

·Û±‰ÛÚÓÌË±

‚˚

Ï˚

ÓÌ

Ú˚

fl

ÌÂ± ·˚ÎË

ÌÂ± ·˚ÎÓ

ÌÂ ·˚Î‡±

· ±̊ÎË

· ±̊ÎÓ

·˚Î‡±

·˚Î
単
　
数

éÌ ·˚Î ‰Ó±Ï‡. 彼は家にいた。

éÌ ·Û±‰ÂÚ ‰Ó±Ï‡. 彼は家にいるでしょう。

⑤過去と未来形では２通りの翻訳が可能である。

Ç˜Â‡± í‡±Ìfl ·˚Î‡± ‚ ËÌÒÚËÚÛ±ÚÂ.
昨日ターニャは大学にいた。
昨日ターニャは大学に行って来た。

á‡±‚Ú‡ í‡±Ìfl ·Û±‰ÂÚ ‚ ËÌÒÚËÚÛ±ÚÂ.
明日ターニャは大学にいる予定です。
明日ターニャは大学に行って来るでしょう。
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§035　動詞の未来形

①動詞の未来は「·˚Ú¸の未来形 +動詞の不定形」で表現される。

［表24］

‰Â±Î‡Ú¸

‰Â±Î‡Ú¸

‰Â±Î‡Ú¸

‰Â±Î‡Ú¸

‰Â±Î‡Ú¸

‰Â±Î‡Ú¸

·Û±‰ÛÚ

·Û±‰ÂÚÂ

·Û±‰ÂÏ

·Û±‰ÂÚ

·Û±‰Â¯¸

·Û±‰Û

ÓÌË±

‚˚

Ï˚

ÓÌ

Ú˚

fl

複
　
数

単
　
数

óÚÓ ‚˚ ·Û±‰ÂÚÂ ‰Â±Î‡Ú¸ Á‡±‚Ú‡? 明日あなたは何をする予定ですか。

á‡±‚Ú‡ fl ·Û±‰Û ‡·Ó±Ú‡Ú¸. 明日、私は仕事をするつもりです。

§036　数詞（３）

20. ‰‚‡±‰ˆ‡Ú¸ 26. ‰‚‡±‰ˆ‡Ú¸ ¯ÂÒÚ¸

21. ‰‚‡±‰ˆ‡Ú¸ Ó‰Ë±Ì 27. ‰‚‡±‰ˆ‡Ú¸ ÒÂÏ¸

22. ‰‚‡±‰ˆ‡Ú¸ ‰‚‡ 28. ‰‚‡±‰ˆ‡Ú¸ ‚Ó±ÒÂÏ¸

23. ‰‚‡±‰ˆ‡Ú¸ ÚË 29. ‰‚‡±‰ˆ‡Ú¸ ‰Â±‚flÚ¸

24. ‰‚‡±‰ˆ‡Ú¸ ˜ÂÚ ±̊Â 30. ÚË±‰ˆ‡Ú¸

25. ‰‚‡±‰ˆ‡Ú¸ ÔflÚ¸ 31. ÚË±‰ˆ‡Ú¸ Ó‰Ë±Ì

- 28 -



第８課　(ìÓÍ ‚ÓÒ¸ÏÓÈ)

定動詞と不定動詞（１）

§037　定動詞と不定動詞（１）Ë‰ÚË±, ıÓ‰Ë±Ú¸, Â±ı‡Ú¸, Â±Á‰ËÚ¸

①運動を表わす動詞のいくつかは、定動詞と不定動詞のペアをなす。
②定動詞は方向が定まった運動を表わす。不定動詞はその意味をもたない。
③動詞Ë‰ÚË±, ıÓ‰Ë±Ú¸は「歩く」、Â±ı‡Ú¸, Â±Á‰ËÚ¸は「乗る」の意味をもつ。
④変化は次表の通りである。

Â±‰ÛÚ

Â±‰ÂÚÂ

Â±‰ÂÏ

Â±‰ÂÚ

Â±‰Â¯¸

Â±‰Û

ıÓ ±‰flÚ

ıÓ±‰ËÚÂ

ıÓ±‰ËÏ

ıÓ±‰ËÚ

ıÓ±‰Ë¯¸

ıÓÊÛ ±

Ë‰Û±Ú

Ë‰fiÚÂ

Ë‰fiÏ

Ë‰fiÚ

Ë‰fi¯¸

Ë‰Û±

［表25］
現　在

複
　
数

単
　
数

Â±Á‰ËÚ¸Â±ı‡Ú¸ıÓ‰Ë±Ú¸Ë‰ÚË±

ÓÌË

‚˚

Ï˚

ÓÌ

Ú˚

fl

Â±Á‰flÚ

Â±Á‰ËÚÂ

Â±Á‰ËÏ

Â±Á‰ËÚ

Â±Á‰Ë¯¸

Â±ÁÊÛ

通　う行　く通　う行　く

過　去 Â±Á‰ËÚ¸Â±ı‡Ú¸ıÓ‰Ë±Ú¸Ë‰ÚË±

Â±Á‰ËÎË

Â±Á‰ËÎÓ

Â±Á‰ËÎ‡

Â±Á‰ËÎ

Â±ı‡ÎË

Â ±ı‡ÎÓ

Â±ı‡Î‡

Â ±ı‡Î

ıÓ‰Ë±ÎË

ıÓ‰Ë ±ÎÓ

ıÓ‰Ë±Î‡

ıÓ‰Ë ±Î

¯ÎË

¯ÎÓ

¯Î‡

¯fiÎ

複　数

単
　
数

中性

女性

男性

éÌ Ë‰fiÚ ÚÛ‰‡±. 彼はそちらに向かっている。

éÌ ıÓ ±‰ËÚ Ò˛‰‡ ±. 彼はここに通っている。

⑤この他の定・不定動詞のペアについては後述する。［§058］
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§038　前置詞 ‚, Ì‡と対格・前置格

①定・不定動詞では方向や目的地を「‚, Ì‡ +対格（方向）」で表す。

ü Ë‰Û± ‚ Ï‡„‡ÁË±Ì. 私は店に行くところです。

ü ıÓÊÛ± Ì‡ ‡·Ó±ÚÛ. 私は仕事場に通っています。

②これの疑問は、疑問詞 ÍÛ‰‡±? で表す。

äÛ‰‡± ‚˚ Ë‰fiÚÂ? あなたはどこへ行くところですか。

注）疑問詞 „‰Â? の場合、応答で「‚, Ì‡＋前置格」が使われる。［§034］

É‰Â ‚˚ · ±̊ÎË? あなたはどこに居ましたか。

ü ·˚Î Ì‡ ÍÓÌˆÂ±ÚÂ. ぼくはコンサートにいました。

③「Ì‡ + 前置格（乗り物）」は、交通手段を表わす。従って Â ±ı‡Ú¸, Â ±Á‰ËÚ¸
と組み合わせて使われる。

ç‡ ˜fiÏ ‚˚ Â±‰ÂÚÂ ÚÛ‰‡±? あなたはそこへ何に乗って行くのですか。

å˚ Â±Á‰ËÏ Ì‡ Ï‡¯Ë±ÌÂ. 私たちはクルマで通っています。

§039　特殊な変化をする動詞（２）ÏÓ˜¸, ıÓÚÂ±Ú¸

複　数

単
　
数

過
　
去

複
　
数

単
　
数現

　
　
在

［表26］

男性

中性

女性

ÓÌË±

‚˚

Ï˚

ÓÌ

Ú˚

fl

ıÓ ±˜ÂÚ

ıÓÚË±Ï

ÏÓ„

ÏÓ„Î‡ ±

ÏÓ±ÊÂÚÂ

ÏÓ±ÊÂÏ

ıÓÚÂ±Î

ıÓÚË±ÚÂ

ıÓÚfl ±ÚÏÓ±„ÛÚ

ıÓÚÂ±ÎË

ıÓÚÂ ±ÎÓ

ıÓÚÂ±Î‡

ÏÓ„ÎË±

ÏÓ„ÎÓ ±

ÏÓ±ÊÂÚ

ıÓ ±˜Â¯¸ÏÓ±ÊÂ¯¸

ıÓ˜Û ±ÏÓ„Û ±

ıÓÚÂ±Ú¸ÏÓ˜¸

欲するできる
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① ıÓÚÂ ±Ú¸ はその後に名詞の対格か動詞の不定形を、また ÏÓ˜¸は動詞の不定
形をとることができる。

ü ıÓ˜Û± ÒÓ·‡±ÍÛ. 私は犬が欲しい。

ü ıÓ˜Û± ÊËÚ¸ ‚ åÓÒÍ‚Â±. 私はモスクワに住みたい。

Ç˚ ÏÓ±ÊÂÚÂ Â±ı‡Ú¸ Ì‡ ÏÂÚÓ±. あなたは地下鉄で行けますよ。

§040　簡単な複文

①「主語＋述語」が２つ以上ある文を複文という。
②「～と言う・思う」などの後に、接続詞 ˜ÚÓによって発言や思考の内容を導
くことができる。

å˚ ‰Û±Ï‡ÂÏ, ˜ÚÓ ±̋ÚÓ ‚‡±ÊÌÓÂ ‰Â±ÎÓ.
私は、それは大切なことだと思います。

å˚ ÁÌ‡±ÂÏ, ˜ÚÓ ‚˚ · ±̊ÎË ‚ ·ÓÎ¸ÌË±ˆÂ.
私たちは、あなたが病院にいたことを知っている。

Ç˚ „Ó‚ÓË±ÎË, ˜ÚÓ ÓÌ‡± Î ±̨·ËÚ ˜ËÚ‡±Ú¸?
あなたは、彼女が読書好きだと言いましたね。

§041　数詞（４）

 20. ‰‚‡±‰ˆ‡Ú¸

30. ÚË±‰ˆ‡Ú¸

 40. ÒÓ±ÓÍ

 50. ÔflÚ¸‰ÂÒfl±Ú

60. ¯ÂÒÚ¸‰ÂÒfl±Ú

70. ÒÂ±Ï¸‰ÂÒflÚ

80. ‚Ó±ÒÂÏ¸‰ÂÒflÚ

90. ‰Â‚flÌÓ ±ÒÚÓ
100. ÒÚÓ
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第９課　(ìÓ±Í ‰Â‚fl±Ú˚È)

名詞の生格（単数）

§042　名詞の生格（単数）

①生格は、所有や所属を表す「～の」の意味をもち、直前の名詞を修飾する。ま
た生格をとる動詞や前置詞と結びつく。
②変化は次表の通りである。

男
性

［表27の1］

ÒÎÓ‚‡fl ±

ÒÎÓ‚‡ ±¸

ÏÛÁÂ±fl

ÏÛÁÂ±È

ÒÚÓÎ‡±

ÒÚÓÎ

-¸-È硬子音字

生　格

主　格

女
性

［表27の2］

ÔÎÓ±˘‡‰Ë

ÔÎÓ±˘‡‰¸

ÔÂ±ÒÌË

ÔÂ ±ÒÌfl

ÍÓ±ÏÌ‡Ú˚

ÍÓ±ÏÌ‡Ú‡

-¸-fl-‡

生　格

主　格

中
性

［表27の3］

Ë±ÏÂÌË

Ë ±Ïfl

ÏÓ±fl

ÏÓ±Â

ÏÂ±ÒÚ‡

ÏÂ±ÒÚÓ

-Ïfl-Â-Ó

生　格

主　格

á‰ÂÒ¸ ÂÒÚ¸ ÌÓ±ÏÂ Âfi ÚÂÎÂÙÓ±Ì‡. ここに彼女の電話番号がある。

äÂÏÎ¸ – ˆÂÌÚ åÓÒÍ‚ ±̊. クレムリンはモスクワの中心だ。

§043　人称代名詞および ÍÚÓ, ˜ÚÓの生格
［表28の1］人称代名詞の生格

複　　数単　　　数

ÚÂ·fl± Â„Ó± Âfi Â„Ó± Ì‡Ò ‚‡Ò Ëı

ÓÌË±‚˚Ï˚ÓÌÓ ±ÓÌ‡ ±ÓÌÚ˚

ÏÂÌfl±

  fl

生　格

主　格
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［表28の2］ ÍÚÓ, ˜ÚÓの生格

˜Â„Ó±

˜ÚÓ

ÍÓ„Ó±

ÍÚÓ

生　格

主　格

　※ ˜Â„Ó ± は [˜ËÂ‚Ó ±] と読む。
注1）３人称の代名詞が前置詞と結びつくときは、語頭に Ì- をつけ加える。

たとえば Â„Ó± → ‚ ÌÂ„Ó±, Âfi → ‚ ÌÂfi, Ëı → ‚ ÌËı となる。
注2）人称代名詞の生格には所有の意味はない。

§044　存在や所有の表現

①「在る」「居る」は、動詞 ÂÒÚ¸ で表わす。

ÇÂ±Ïfl ÂÒÚ¸. 時間はある。

②「ＡにはＢが在る」「ＡはＢを持っている」は、「Û +Ａ（生格）＋ ÂÒÚ¸ ＋
Ｂ（主格）」で表わす。

ì Ï‡±Ï˚ ÂÒÚ¸ Ï‡¯Ë±Ì‡. ママには車がある。

ì ÏÂÌfl± ÂÒÚ¸ ÒÎÓ‚‡±¸. 私は辞書を持っている。

注）存在ではなく、内容やようすに注目するときは ÂÒÚ¸が使われない。

ì Ï‡±Ï˚ ÌÓ±‚‡fl Ï‡¯Ë±Ì‡! ママのはピカピカのクルマだ。

③この表現の過去と未来は、·˚Ú¸ を主格の名詞の性・数にあわせて用いる。

ì ÌÂ„Ó± ·˚Î ·‡Ú. 彼には弟がいた。

ì ÌÂfi ·˚Î‡± ıÓÓ±¯‡fl Û±˜Í‡. 彼女はいいペンを持っていた。

ì ÏÂÌfl± ·Û±‰ÂÚ „ÓÒÚ¸. 私のところに来客があります。

§045　存在や所有の否定表現

①「ない」「持っていない」は、ÌÂÚで表わす。
②「ない」もの、「持っていない」ものは、主格ではなく、生格で表わす。これ
を「否定生格」と呼ぶ。

– á‰ÂÒ¸ ÂÒÚ¸ Ä∞ÌÌ‡? ここにアンナはいますか。

– çÂÚ, Ä∞ÌÌ˚ Á‰ÂÒ¸ ÌÂÚ. いいえ、アンナはここにいません。

– ì ‚‡Ò ÂÒÚ¸ ·ËÎÂ±Ú? あなたは切符をもっていますか。

– çÂÚ, Û ÏÂÌfl± ÌÂÚ ·ËÎÂ±Ú‡. いいえ、私に切符はありません。
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③ ÌÂÚの過去は ÌÂ± ·˚ÎÓ、未来は ÌÂ ·Û±‰ÂÚ を使う。

ëÂ„Ó±‰Ìfl ÌÂÚ ÍÓÌˆÂ±Ú‡. 今日はコンサートがない。

Ç˜Â‡± ÌÂ± ·˚ÎÓ ÍÓÌˆÂ±Ú‡. 昨日はコンサートがなかった。

á‡±‚Ú‡ ÌÂ ·Û±‰ÂÚ ÍÓÌˆÂ±Ú‡. 明日はコンサートがないだろう。

§046　男性名詞活動体の対格（単数）

①男性名詞には活動体名詞と不活動体名詞の区別がある。活動体名詞とは、人間
や動物を意味する名詞をいう。そして不活動体名詞は、事物をさす。男性名詞
の不活動体対格は、主格と同形である。［§029］

ü ‚Ë±‰ÂÎ ÙËÎ¸Ï. 私は映画を見た。

Ç˚ ˜ËÚ‡±ÎË ÓÏ‡±Ì? あなたは小説を読みましたか。

②男性名詞の活動体対格は、生格と同形である。
ü ‚Ë±‰ÂÎ ÄÌÚÓ±Ì‡. 私はアントンを見かけた。

Ç˚ ˜ËÚ‡±ÎË óÂ±ıÓ‚‡? あなたはチェーホフを読んだことがありますか。

§047　生格をとる前置詞

·ÂÁ ～なしで
‰Îfl ～のために
‰Ó ～まで
Ó±ÍÓÎÓ ～の周囲に

Û ～のそばに
～のもとに

ËÁ ～から
ÓÚ ～から
Ò ～から

éÌ ÒË‰Ë±Ú Û ÓÍÌ‡±. 彼は窓のそばに座っている。

ì ÌÂ„Ó± ÒÂÏ¸fl±. 彼には家族がある。

ü ÌÂ ÏÓ„Û± ÊËÚ¸ ·ÂÁ ÚÂ‡±Ú‡. 私は劇場なしには生きられない。

ëÂ„Ó±‰Ìfl ÌÂÚ ‚Â±ÏÂÌË ‰Îfl Ó±Ú‰˚ı‡. 今日は休息の時間がない。

éÌ Á‚ÓÌË±Ú ËÁ Ï‡„‡ÁË±Ì‡. 彼は店から電話をかけている。

éÚÒ ±̨‰‡ ‰Ó ‡·Ó±Ú˚ Ó‰Ë±Ì ÍËÎÓÏÂ±Ú. ここから職場まで１キロだ。

é∞ÍÓÎÓ „ÓÒÚË±ÌËˆ˚ ÂÒÚ¸ ÚÂ‡±Ú. ホテルの辺りに劇場がある。

ë ÛÚ‡± ‰Ó ‚Â±˜Â‡ ÓÌË± ‡·Ó±Ú‡˛Ú. 朝から晩まで彼らは働いている

éÚ ÍÓ„Ó± ÔËÒ¸ÏÓ±? 誰からの手紙だい。
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第１0課　(ìÓ±Í ‰ÂÒfl±Ú˚È)

名詞の与格　(単数)

§048　名詞の与格 (単数)

①与格は「～に」の意味をもつ格で、他動詞の間接補語になる。また与格をとる
動詞や前置詞と結びつく。

男
性

［表29の1］

ÒÎÓ‚‡˛ ±

ÒÎÓ‚‡ ±¸

ÏÛÁÂ±˛

ÏÛÁÂ±È

ÒÚÓÎÛ ±

ÒÚÓÎ

-¸-È硬子音字

与　格

主　格

女
性

［表29の2］

ÔÎÓ±˘‡‰Ë

ÔÎÓ±˘‡‰¸

ÔÂ ±ÒÌÂ

ÔÂ ±ÒÌfl

ÍÓ±ÏÌ‡ÚÂ

ÍÓ±ÏÌ‡Ú‡

-¸-fl-‡

与　格

主　格

注）語末が -Ëfl で終わる名詞では、与格を -ËËとつづる。

êÓÒÒË ±fl → êÓÒÒË ±Ë　ロシア ÒÚ‡ ±ÌˆËfl → ÒÚ‡±ÌˆËË　駅

中
性

［表29の3］

Ë±ÏÂÌË

Ë ±Ïfl

ÏÓ±˛

ÏÓ±Â

ÏÂ±ÒÚÛ

ÏÂ±ÒÚÓ

-Ïfl-Â-Ó

与　格

主　格

éÚÂˆ ÔÓÍÛÔ‡±ÂÚ Ò ±̊ÌÛ ÊÛÌ‡±Î. 父は息子に雑誌を買っている。

éÌ ÔÓÍ‡±Á˚‚‡ÂÚ çË±ÌÂ ÍÓÏÌ‡ÚÛ. 彼はニーナに部屋を見せている。

ÑÂ±ÚË ÔÓÏÓ„‡±ÎË Ï‡±ÏÂ. 子ども達はママの手伝いをしていた。
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§049　人称代名詞および ÍÚÓ, ˜ÚÓの与格

［表30の1］人称代名詞の与格

複　　数単　　　数

ÚÂ·Â± ÂÏÛ± ÂÈ ÂÏÛ± Ì‡Ï ‚‡Ï ËÏ

ÓÌË±‚˚Ï˚ÓÌÓ ±ÓÌ‡ ±ÓÌÚ˚

ÏÌÂ

  fl

与　格

主　格

［表30の2］ ÍÚÓ, ˜ÚÓの与格

˜ÂÏÛ±

˜ÚÓ

ÍÓÏÛ±

ÍÚÓ

与　格

主　格

注1）３人称の代名詞が前置詞と結合するときは、語頭に Ì- を加える。
たとえば ÂÏÛ± → Í ÌÂÏÛ±, ÂÈ → Í ÌÂÈ, ËÏ → Í ÌËÏとなる。

注2）ÏÌÂ の場合 ÍÓ ÏÌÂと書く。

äÓÏÛ± ‚˚ ÔË¯ÂÚÂ? あなたは誰に手紙を書いているのですか。

óÚÓ ÓÌ ‚‡Ï ÔË±¯ÂÚ? 彼はあなたに何と書いているのですか。

éÌ‡± ÔÓÍ‡±Á˚‚‡ÂÚ ÂÏÛ± Í‚‡ÚË±Û. 彼女は彼に住まいを見せている。

§050　与格をとる前置詞

①方向や関係などの意味を表わす前置詞 Íは、与格をとる。

é∞Îfl Ë‰fiÚ Í ‚ ±̊ıÓ‰Û. オーリャが出口の方に歩いている。

é∞Îfl Ë‰fiÚ Í ÔÓ‰Û±„Â. オーリャは友だちのところにいく。

ì ÌÂfi Î˛·Ó±‚¸ Í ËÒÍÛ±ÒÒÚ‚Û. 彼女には芸術に対する愛着がある。

②範囲や内容などを表わす前置詞 ÔÓは、与格をとる。

Ä‚ÚÓ±·ÛÒ Â±‰ÂÚ ÔÓ Û±ÎËˆÂ. バスは通りを走っている。

éÌË± „ÛÎfl±ÎË ÔÓ åÓÒÍ‚Â±. 彼らはモスクワを散歩した。

éÌ ˜ÂÏÔËÓ±Ì ÏË±‡ ÔÓ ÚÂ±ÌÌËÒÛ. 彼はテニスの世界チャンピオンだ。

§051　特殊な変化をする動詞（３）

①第１変化型の動詞の中には語尾に -Ó‚‡Ú¸, -Â‚‡Ú¸ をもつ動詞がある。
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②現在変化では、語幹 -Ó‚‡-→ -Û-, -Â‚‡- → -˛- に変える。

描く ËÒÓ‚‡±Ú¸

ËÒÛ±˛Ú

ËÒÛ±ÂÚÂ

ËÒÛ±ÂÏ

［表31の2］　　過去形

ËÒÓ‚‡ ±Ú¸

単
　
数

複　数

［表31の1］　現在形

中性

女性

男性

ËÒÓ‚‡ ±ÎË

ËÒÓ‚‡ ±ÎÓ

ËÒÓ‚‡ ±Î‡

ËÒÓ‚‡ ±Î

ËÒÛ±ÂÚ

ËÒÛ±Â¯¸

ËÒÛ±˛

ÓÌË±

‚˚

Ï˚

ÓÌ

Ú˚

fl

˜Û ±‚ÒÚ‚Ó‚‡Ú¸: ˜Û±‚ÒÚ‚Û˛, ˜Û±‚ÒÚ‚ÛÂ¯¸, ... 感じる

ÒÓ‚Â ±ÚÓ‚‡Ú¸: ÒÓ‚Â±ÚÛ˛, ÒÓ‚Â±ÚÛÂ¯¸,... アドバイスする

·ÓÂ‚‡±Ú¸: ·Ó ±̨˛, ·Ó ±̨Â¯¸,... 戦う

Ú‡ÌˆÂ‚‡±Ú¸: Ú‡ÌˆÛ±˛, Ú‡ÌˆÛ±Â¯¸,... 踊る

ÌÓ˜Â‚‡±Ú¸: ÌÓ˜Û±˛, ÌÓ˜Û±Â¯¸,... 泊まる

§052　数詞（５）

 100. ÒÚÓ

 200. ‰‚Â±ÒÚË

 300. ÚË±ÒÚ‡

400. ˜ÂÚ ±̊ÂÒÚ‡

500. ÔflÚ¸ÒÓ±Ú

600. ¯ÂÒÚ¸ÒÓ ±Ú

700. ÒÂÏ¸ÒÓ ±Ú

800. ‚ÓÒÂÏ¸ÒÓ±Ú

900. ‰Â‚flÚ¸ÒÓ±Ú

1000. Ú˚ ±Òfl˜‡
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第11課　(ìÓ±Í Ó‰Ë±ÌÌ‡‰ˆ‡Ú˚È)

名詞の造格(単数)・ -Òfl動詞

§053　名詞の造格(単数)

①造格は、道具や手段、身分や職業を表わす格である。その他に、造格をとる動
詞や前置詞の補語と結びつく。

②変化は次表の通りである。

男
性

［表32の1］

ÒÎÓ‚‡fiÏ

ÒÎÓ‚‡ ±¸

ÏÛÁÂ±ÂÏ

ÏÛÁÂ±È

ÒÚÓÎÓ±Ï

ÒÚÓÎ

-¸-È硬子音字

造　格

主　格

注）ˆ, Ê, ˜, ¯, ˘ で終る名詞の造格は、アクセントが語幹にある場合、

-ÓÏではなく、-ÂÏとなる。例 ÏÛÊ, ÏÛ±Ê‡,... ÏÛ±ÊÂÏ

女
性

［表32の2］

ÔÎÓ ±˘‡‰¸˛

ÔÎÓ±˘‡‰¸

ÔÂ±ÒÌÂÈ

ÔÂ ±ÒÌfl

ÍÓ±ÏÌ‡ÚÓÈ

ÍÓ±ÏÌ‡Ú‡

-¸-fl-‡

造　格

主　格

注）-fl で終る名詞の造格は、語尾にアクセントがある時は、-ÂÈ ではなく

-fiÈとなる。例 ÒÂÏ¸fl±, ÒÂÏ¸Ë±,... ÒÂÏ¸fiÈ

中
性

［表32の3］

Ë ±ÏÂÌÂÏ

Ë ±Ïfl

ÏÓ±ÂÏ

ÏÓ±Â

ÏÂ±ÒÚÓÏ

ÏÂ±ÒÚÓ

-Ïfl-Â-Ó

造　格

主　格

í‡±Ìfl ÔË±¯ÂÚ Û±˜ÍÓÈ. ターニャはペンで書いている。

éÚÂ±ˆ ‡·Ó±Ú‡ÂÚ ËÌÊÂÌÂ±ÓÏ. 父は技師として働いている。

③動詞 ·˚Ú¸ の不定形、過去形、未来形の後にくる名詞は造格をとる。

ü ıÓ˜Û± ·˚Ú¸ ‚‡˜Ó±Ï. 私は医者になりたい。
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ÄÌÚÓ±Ì ·˚Î ËÌÊÂÌÂ±ÓÏ. アントンは技師だった。

ÄÌÚÓ±Ì ·Û±‰ÂÚ ËÌÊÂÌÂ±ÓÏ. アントンは技師になる。

注）現在形では主格が使われる。
ÄÌÚÓ±Ì – ËÌÊÂÌÂ±. アントンは技師である。

§054　人称代名詞および ÍÚÓ, ˜ÚÓの造格
［表33の1］人称代名詞の造格

複　　数単　　　数

ÚÓ·Ó±È ËÏ ÂÈ ËÏ Ì‡±ÏË ‚‡ ±ÏË Ë±ÏË

ÓÌË± ‚˚ Ï˚ÓÌÓ ±ÓÌ‡ ±ÓÌÚ˚

ÏÌÓÈ

 fl

造　格

主　格

［表33の2］ ÍÚÓ, ˜ÚÓの造格

˜ÂÏ

˜ÚÓ

ÍÂÏ

ÍÚÓ

造　格

主　格

注1）３人称の代名詞が前置詞と結合するときは、語頭に Ì-を加える。
たとえば ËÏ → Ò ÌËÏ, ÂÈ → Ò ÌÂÈ, ËÏ → Ò ÌË±ÏËとなる。

注2）ÏÌÓÈ の場合 ÒÓ ÏÌÓÈと書く。

äÂÏ ÓÌ ·Û±‰ÂÚ? 彼は何になるのだろうか。

óÂÏ ÓÌ Â±‰ÂÚ? 彼は何で行くのですか。

§055　造格をとる前置詞

① Ò＋造格 =「～とともに」

ü Ë‰Û± ‚ÏÂ±ÒÚÂ Ò ÚÓ·Ó±È. ぼくは君と一緒にいく。

ç‡ ÒÚÓÎÂ± ıÎÂ· Ò Ï‡±ÒÎÓÏ. 食卓にはバターを塗ったパンがある。

② Á‡＋造格 =「～の後ろに」

á‡ ÂÍÓ±È · ±̊ÎÓ ÔÓ±ÎÂ. 川の向こうは野原だった。

ÑÓ˜¸ ÒÚÓfl±Î‡ Á‡ ‰‚Â±¸˛. 娘はドアの陰に立っていた。

③これ以外に、造格をとる前置詞には次のようなものがある。
ÏÂ±Ê‰Û =「～の間に」 ÔÂ±Â‰ =「～の前方に」

Ì‡‰ =「～の上方に」 ÔÓ‰ =「～の下方に」
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äÌË±„‡ ÒÚÓË±Ú ÏÂ±Ê‰Û fl±˘ËÍÓÏ Ë ÒÎÓ‚‡fiÏ.
本は箱と辞書の間にある。

ÑÂ±ÚË Ë„‡±˛Ú ÔÂ±Â‰ ‰Ó±ÏÓÏ. 子どもは家の前で遊んでいる。

ç‡‰ Ì‡±ÏË „ÓÎÛ·Ó±Â ÌÂ±·Ó. 私たちの頭上には青い空がある。

èËÒ¸ÏÓ± ÎÂÊË±Ú ÔÓ‰ ÒÚÓÎÓ±Ï. 手紙はテーブルの下にある。

§056　-Òfl動詞

①ロシア語の動詞には、語末に -Òfl を持つものがある。ここではそれらを「-Òfl
動詞」（シャー動詞）と呼ぶ。
② -Òfl 動詞の変化を Á‡ÌËÏ‡ ±Ú¸Òfl (従事する)で例示する。

Á‡ÌËÏ‡ ±˛ÚÒfl

Á‡ÌËÏ‡ ±ÂÚÂÒ¸

Á‡ÌËÏ‡ ±ÂÏÒfl

［表34の２］　過去形

Á‡ÌËÏ‡ ±Ú¸Òfl

単
　
数

複　数

Á‡ÌËÏ‡ ±Ú¸Òfl

［表34の１］現在形

中性

女性

男性

Á‡ÌËÏ‡±ÎËÒ¸

Á‡ÌËÏ‡ ±ÎÓÒ¸

Á‡ÌËÏ‡ ±Î‡Ò¸

Á‡ÌËÏ‡ ±ÎÒfl

Á‡ÌËÏ‡ ±ÂÚÒfl

Á‡ÌËÏ‡ ±Â¯¸Òfl

Á‡ÌËÏ‡ ±˛Ò¸

ÓÌË±

‚˚

Ï˚

ÓÌ

Ú˚

fl

注）-Òfl は母音の後では -Ò¸ と書く。

③ -Òfl動詞は主格と対格以外の格をとる。前置詞と強く結びつくものがある。

Ａ．生格をとる動詞の例として、·Ófl±Ú¸Òflがある。

ü ÌÂÏÌÓ±„Ó ·Ó ±̨Ò¸ ‚Ó‰ ±̊. 私は水が少しこわい。

Ｂ．与格をとる -Òfl 動詞の例として、Û˜Ë ±Ú¸Òfl, Ì‡ ±‚ËÚ¸Òfl がある。

ü Û˜Û±Ò¸ ÏÛ±Á˚ÍÂ ‚ åÓÒÍ‚Â±. モスクワで私は音楽を学んでいる。

åÌÂ Ì‡±‚ËÚÒfl ±̋ÚÓÚ „Ó±Ó‰. 私にはこの町が気に入っている。
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Ｃ．造格をとる動詞として Á‡ÌËÏ‡ ±Ú¸Òfl, ËÌÚÂÂÒÓ‚‡ ±Ú¸Òfl, fl‚ÎflÚ¸Òfl,
ÒÚ‡ÌÓ‚ËÚ¸Òfl などがある。

éÌ Á‡ÌËÏ‡±ÂÚÒfl ÒÔÓ±ÚÓÏ. 彼はスポーツをやっている。
éÌ‡± ËÌÚÂÂÒÛ±ÂÚÒfl ÎËÚÂ‡ÚÛ±ÓÈ. 彼女は文学に興味がある。
éÌ ÏÓ±ÊÂÚ ÔÓ±Î¸ÁÓ‚‡Ú¸Òfl ÚÂÎÂÙÓ±ÌÓÏ. 彼は電話を使ってもよい。

D．前置詞と強く結びつく動詞として Á‡·Ó ±ÚËÚ¸Òfl, ÒÓÏÌÂ‚‡ ±Ú¸Òflがある。
å‡Ú¸ Á‡·Ó±ÚËÎ‡Ò¸ Ó Ò ±̊ÌÂ. 母親は息子のことを心配していた。
å˚ ÌÂ ÒÓÏÌÂ‚‡±ÂÏÒfl ‚ ÛÒÔÂ±ıÂ ‡·Ó±Ú˚.
私たちは仕事の成功を疑っていない。

注）動詞不定形と結びつく場合もある。
éÌ‡± Û±˜ËÚÒfl Ë„‡±Ú¸ Ì‡ „ËÚ‡±Â. 彼女はギターを弾くことを学ぶ。

§057　再帰人称代名詞　ÒÂ·fl ±

①再帰人称代名詞 ÒÂ·fl ± は文の主語と同じものをさし、「自分自身」「それ自
身」の意味をもつ。
②この代名詞には主格がない。生格以下の変化は次表の通りである。［表35］

ÒÓ·Ó ±È

前置格

造　格

対　格

与　格

生　格

主　格

ÒÂ·Â±

ÒÂ·fl±

ÒÂ·Â±

ÒÂ·fl±

 –

éÌ ÓÚ‰˚ı‡±ÂÚ Û ÒÂ·fl± ‰Ó±Ï‡. 彼は自分の家で休んでいる。

éÌ Ë‰fiÚ Í ÒÂ·Â± ‰ÓÏÓ±È. 彼は自分の家に向かっている。

éÌ Á‡·˚‚‡±ÂÚ ÒÂ·fl±. 彼は我を忘れている。

éÌ‡± ·ÂfiÚ ÁÓÌÚ Ò ÒÓ·Ó±È. 彼女はかさを持参している。

ü ÌÂ Î˛·Î ±̨ ‡ÒÒÍ‡±Á˚‚‡Ú¸ Ó ÒÂ·Â±.
私は自分のことを話すのが好きではない。
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